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2024年 1 月より編集委員を務めさせていただいており

ます北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学講座 予

防歯科学教室の岩崎正則と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。

さて，本号には原著 2 編，資料 2 編が掲載されていま

す。杉浦らの論文では，介護老人保健施設で働く高年齢

介護助手を対象とした調査から個人特性や就労状況によ

る従事する業務内容の特徴の違い，また従事する業務内

容による就労することによって感じるメリットの違いに

ついてが報告されています。中尾らの論文では，「一人

でいることをポジティブな経験として，意識的・自発的

に決定すること」を測定する日本語版 Positive Solitude

尺度（ Japanese version of Positive Solitude ScaleJPSS）

の信頼性・妥当性が報告されています。杉本らの論文で

は，WEB 質問票調査の結果をもとに「日本人の食事摂

取基準」が食・栄養関連業務に従事する者においてどの

ように使われているかが報告されています。そして早渕

らの論文では，地域における減塩食品の入手可能性を評

価する手法として，調査マニュアルと 3 種類の記録シー

トを用いた標準的な手法の有用性について報告されてい

ます。

編集委員として本誌に投稿いただいた研究者・実務家

の方々にできる限りのサポートができるように，日々勉

強しています。本誌の内容がさらに充実していくよう皆

さまからの活発な投稿を引き続きお待ちしております。

（岩崎正則）


